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今週（7⽉25⽇から7⽉29⽇）の短期⾦融市場動向
Central Weekly Market Report NO. 1106

今週のインターバンク市場は、先週に引き続き資⾦調達意欲が強く、週を通してレートが⾼⽌まりする展開となった。
無担保コールO/N物は、⼤⼿⾏、地銀業態からの調達を中⼼に▲0.015〜▲0.005％近辺での出合いとなった。週を通して
オファーサイド、ビッドサイド共に⼤きな変動が無く、⽊曜までの加重平均レートは、▲0.010％での推移となった。
ターム物は、ショートターム物を中⼼に、▲0.025〜▲0.010％近辺で引き合いが⾒られた。
⽇銀当座預⾦は、週初550兆円程度からスタートしたが、29⽇に新型コロナオペの期落ちにより541兆円程度まで減少す

る⾒込みとなった。

今週のGC O/N物は▲0.21〜▲0.10%と、28⽇にレートが急低下したことを受け、ボラタイルな推移となった。
SC取引の個別銘柄では、5年140〜153回、10年352〜367回、20年170〜181回、30年65〜75回、40年10〜15回など

カレント近辺の銘柄にビッドの出⼊りが多く⾒られた。

今週の短国市場は、閑散とした状況の中、全ゾーン横ばい圏での推移となった。29⽇に実施された3M物(1098回債)の⼊
札は、やや弱めの結果となったが、結果発表後のセカンダリーマーケットでは底堅く推移した。

26⽇に実施された短国買⼊オペは、前回と同額の1,000億円でオファーされ、平均落札利回り較差、全取り利回り較差と
もに+0.026％と⽢めの結果となった。

今週のCP 発⾏市場は⽉末発⾏にあたり、⽯油・鉄鋼・機械等、複数の業態から⼤型発⾏が⾒られた。円安や原材料・エ
ネルギー⾼に加え、ＳＢ（普通社債）の調達環境の悪化を受けてか、複数の業態で発⾏が増加した。発⾏残⾼については、
7⽉21⽇以降連⽇28兆円を超える⾼⽔準での推移となった。発⾏レートについては、⾜許の市場残⾼の増加やCP等買⼊オペ
のレート上昇を受けて0％から⼩幅なプラス圏で推移している。

CP等買⼊オペは、26⽇に事前予定通り4,000億円でオファーされた。結果は平均落札レート+0.019％、按分レート0％
と前回⽐（平均0％・按分▲0.001％）で平均、按分ともに上昇した。

⽇経平均（円）
新発10年物

国債利回り（％）
為替

（ドル/円中⼼相場）
無担保コールO/N
(加重平均･％)

東京レポレート(翌⽇物・
T+1スタート・％)

⽇銀当座預⾦残⾼
（億円）

7/25 (⽉) 27,699.25 0.198 136.60 △ 0.010 △ 0.123 5,506,500

7/26 (⽕) 27,655.21 0.205 136.45 △ 0.010 △ 0.112 5,524,500

7/27 (⽔) 27,715.75 0.200 136.99 △ 0.010 △ 0.118 5,514,700

7/28 (⽊) 27,815.48 0.200 135.30 △ 0.010 △ 0.204 5,512,500

7/29 (⾦) 27,801.64 0.175 133.00 △ 0.010 △ 0.137 5,407,100
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●経済カレンダー

●資⾦需給予想

●短期⾦融市場の⾒通し

来週（8⽉1⽇から8⽉5⽇）の短期⾦融市場動向
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インターバンク市場は、引き続き⼤⼿⾏を中⼼に積極的な調達が⾒込まれる事から、レート⽔準は低下しにくい展開が
予想される。レポ市場は、参加者のスタンスに⼤きな変化がなければ、GC O/N物のレート⽔準は▲0.150〜▲0.100％程
度で推移する事が⾒込まれる。短国市場は、8⽉5⽇に3M物の⼊札実施が予定されている。また、2⽇に実施が予想される
短国買⼊オペのオファー額は、1,000億円程度が⾒込まれる。CP市場は、⽉初発⾏となり例⽉であれば落ち着いたマー
ケットとなるが、8⽉中旬にお盆の連休が控えている事から、前倒しでの発⾏が増加するか注⽬される。

主要なイベントは、海外で8⽉1⽇に7⽉の⽶ISM製造業景況指数、3⽇に7⽉の⽶ＩＳＭ⾮製造業景況指数、4⽇に英中銀
⾦融政策委員会（ＭＰＣ）、5⽇に7⽉の⽶雇⽤統計などの発表が予定されている。

8/1 (⽉)

8/2 (⽕)
10Y

27,000億円
8/3発⾏

8/3 (⽔)

8/4 (⽊)
10Y物価連動
2,500億円
8/5発⾏

8/5 (⾦)
TB3M

56,000億円
8/8発⾏

交付税借⼊
12,000億円
8/19借⼊

7⽉の⽶雇⽤統計
6⽉の⽶消費者信⽤残⾼

6⽉の⽶製造業新規受注・出荷・在庫
7⽉のISM ⾮製造業景況指数

英中銀MPC結果発表
6⽉の⽶貿易収⽀

8⽉の⽇銀当座預⾦増減要因⾒込み(⽇銀 8:50)

7⽉のマネタリーベース(⽇銀 8:50)
財政資⾦対⺠間収⽀前⽉実績/当⽉⾒込み(財務省 15:00)

7⽉のマネタリーベースと⽇本銀⾏の取引(⽇銀 8:50)
6⽉の全世帯家計調査(総務省 8:30)
6⽉の毎⽉勤労統計調査速報(厚⽣労働省 8:30)
6⽉の景気動向指数速報(内閣府 14:00)

国内主要経済指標 国債等⼊札予定  海外主要経済指標

6⽉の⽶建設⽀出
7⽉のISM 製造業景況指数

銀⾏券要因 財政等要因 資⾦過不⾜ オペ種類 期⽇分 新規実⾏分 オペ合計 実質過不⾜ 需給要因

8/1 (⽉) 400 ▲ 19,600 ▲ 19,200 国債買⼊ 11,000 20,700 1,500 TB3M発⾏▲56000償還54700

国債補完 9,800 2Y発⾏▲28000償還18800

CP買⼊ ▲ 100

8/2 (⽕) 1,000 ▲ 11,000 ▲ 10,000 0 ▲ 10,000 交付税借⼊▲12000期⽇11000

8/3 (⽔) 1,000 ▲ 78,000 ▲ 77,000 全店共通 ▲ 2,300 ▲ 2,300 ▲ 79,300 年⾦保険料揚げ、法⼈税・消費税揚げ

申告所得税揚げ

10Y発⾏▲27000

8/4 (⽊) 500 1,000 1,500 0 1,500

8/5 (⾦) 1,000 9,000 10,000 0 10,000 10Y物価連動発⾏▲2000

交付税借⼊期⽇11000

3,900 ▲ 98,600 ▲ 94,700 ― 7,400 11,000 18,400 ▲ 76,300

8/1は⽇銀予想、8/2以降は当社予想

単位︓億円

週 間 合 計
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